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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板と、
　前記第１基板と離隔された第２基板と、
　前記第２基板と対向する前記第１基板の表面上に配置された複数のトランジスタ及び複
数のカラーフィルタと、
　前記第１基板と前記第２基板との間を満たすポリマー及び当該ポリマーに分散される液
晶を含むポリマー分散液晶層と、
　前記各カラーフィルタにおいて、前記ポリマー分散液晶層と前記第１基板との間に配置
され、複数のホールが形成されている光吸収層と、
　前記光吸収層により覆われた複数の反射板と、を備え、
　前記光吸収層は、前記反射板を全体的に覆うように、前記複数のカラーフィルタと前記
複数の反射板との間に配置されており、前記複数のホールは、前記各カラーフィルタによ
って覆われたことを特徴とするディスプレイ装置。
【請求項２】
　透明電極をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記複数のトランジスタは、前記複数の反射板に電気的に接続されていることを特徴と
する請求項２に記載のディスプレイ装置。
【請求項４】



(2) JP 6008490 B2 2016.10.19

10

20

30

40

50

　前記透明電極は、前記第２基板の表面上に配置されていることを特徴とする請求項２ま
たは３に記載のディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記透明電極は、酸化インジウムスズにより形成されていることを特徴とする請求項２
～４のいずれか１項に記載のディスプレイ装置。
【請求項６】
　前記光吸収層は、黒色染料を含むポリマーにより形成されていることを特徴とする請求
項１～５のいずれか１項に記載のディスプレイ装置。
【請求項７】
　前記光吸収層は、１０ｎｍ～５μｍの範囲の厚さを有することを特徴とする請求項１～
６のいずれか１項に記載のディスプレイ装置。
【請求項８】
　前記複数のカラーフィルタは、サブピクセルに対応するレッド、グリーン、及びブルー
のカラーフィルタであることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載のディスプ
レイ装置。
【請求項９】
　前記複数のカラーフィルタは、サブピクセルに対応するイエロー、マゼンタ、及びシア
ンのカラーフィルタであることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載のディス
プレイ装置。
【請求項１０】
　前記反射板は、アルミニウムまたはモリブデンにより形成されていることを特徴とする
請求項１～９のいずれか１項に記載のディスプレイ装置。
【請求項１１】
　第１基板と、
　前記第１基板と離隔された第２基板と、
　前記第２基板上に配置された透明電極と、
　前記第２基板と対向する前記第１基板の表面上に配置された複数のトランジスタ及び複
数のカラーフィルタと、
　前記第１基板と前記第２基板との間に配置され、ポリマー及び当該ポリマーに分散され
る液晶を含むポリマー分散液晶層と、
　前記各カラーフィルタにおいて、前記ポリマー分散液晶層と前記第１基板との間に配置
され、複数のホールが形成されている光吸収層と、を備え、
　前記光吸収層は、前記カラーフィルタを全体的に覆うように、前記複数のカラーフィル
タ上に配置されており、前記複数のホールは、前記各カラーフィルタを露出することを特
徴とするディスプレイ装置。
【請求項１２】
　前記トランジスタに電気的に接続されている反射板をさらに備えることを特徴とする請
求項１１に記載のディスプレイ装置。
【請求項１３】
　前記透明電極は、酸化インジウムスズにより形成されていることを特徴とする請求項１
１または１２に記載のディスプレイ装置。
【請求項１４】
　前記光吸収層は、黒色染料を含むポリマーにより形成され、前記カラーフィルタに隣接
して配置されていることを特徴とする請求項１１～１３のいずれか１項に記載のディスプ
レイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラーフィルタを採用したカラーディスプレイ装置に関する。
【背景技術】



(3) JP 6008490 B2 2016.10.19

10

20

30

40

50

【０００２】
　ポリマー分散液晶（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔ
ａｌ：ＰＤＬＣ）は、液晶とポリマーとの屈折率差を調節して、入射光を散乱または透過
させる。したがって、かかるＰＤＬＣは、外部の光源から提供される光を利用して、情報
及び／または画像を表示する反射型のディスプレイ装置に有用に適用される。ＰＤＬＣを
含む反射型のカラーディスプレイ装置には、カラー具現のためのカラーフィルタが含まれ
る。
【０００３】
　光の入射する第１基板にカラーフィルタが配置され、ＰＤＬＣの一側に配置された第１
基板にＵＶ硬化光が入射する場合、カラーフィルタの存在によりＵＶ光の強度が低下する
。これは、硬化工程におけるＰＤＬＣのポリマーの不十分な硬化をもたらす。
【０００４】
　薄膜トランジスタのある第２基板を通過するようにＵＶ光を照射する場合には、ＰＤＬ
Ｃの他側に配置された薄膜トランジスタによりＵＶ光が照射されていないデッド領域が形
成される。デッド領域のＰＤＬＣのポリマーは、ＵＶ光による硬化があまり起こらない。
ＰＤＬＣの硬化されていないポリマーは、液晶の電場反応度を減少させ、駆動電圧を上昇
させ、散乱程度を減少させて、ディスプレイ装置の映像の視認性を低下させる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、光が入射されない基板側にカラーフィルタを形成したディスプレイ装
置を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態によるカラーディスプレイ装置は、第１基板と、前記第１基板と離
隔された第２基板と、前記第２基板と対向する前記第１基板の表面上に配置された複数の
トランジスタ及び複数のカラーフィルタと、前記第１基板と前記第２基板との間を満たす
ポリマー及び当該ポリマーに分散される液晶を含むポリマー分散液晶（ＰＤＬＣ）層と、
を備える。
【０００７】
　前記ディスプレイ装置は、複数の反射板と、透明電極と、をさらに備える。
【０００８】
　前記複数のトランジスタは、前記複数の反射板に電気的に接続されている。
【０００９】
　前記透明電極は、前記第２基板の表面上に配置されている。
【００１０】
　前記透明電極は、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）により形成されている。
【００１１】
　前記ポリマー分散液晶層と前記第１基板との間に配置された光吸収層をさらに備える。
【００１２】
　本発明の一側面によれば、前記光吸収層により覆われた複数の反射板をさらに備える。
【００１３】
　前記光吸収層は、前記複数のカラーフィルタと前記複数の反射板との間に配置されてい
る。
【００１４】
　前記光吸収層には、複数のホールが形成されている。
【００１５】
　前記光吸収層は、前記複数のカラーフィルタ上に配置されている。
【００１６】
　前記光吸収層は、金属酸化物により形成されうる。
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【００１７】
　前記光吸収層は、黒色染料を含むポリマーにより形成されうる。
【００１８】
　前記光吸収層は、１０ｎｍ～５μｍの範囲の厚さを有する。
【００１９】
　本発明の他の実施形態によるディスプレイ装置は、第１基板と、前記第１基板と離隔さ
れた第２基板と、前記第２基板上に配置された透明電極と、前記第２基板と対向する前記
第１基板の表面上に配置されたカラーフィルタ及び光吸収層と、前記第１基板と前記第２
基板との間に配置され、ポリマー及び液晶を含むポリマー分散液晶層と、を備え、前記光
吸収層は、前記ポリマー分散液晶層と前記第１基板との間に配置されている。
【００２０】
　本発明のさらに他の実施形態によるディスプレイ装置は、第１基板と、前記第１基板と
離隔された第２基板と、前記第２基板と対向する前記第１基板の表面上に配置された複数
のトランジスタ及び複数の反射板と、前記複数の反射板上に配置された複数のカラーフィ
ルタと、前記第１基板と前記第２基板との間を満たすポリマー及び当該ポリマーに分散さ
れる液晶を含むポリマー分散液晶（ＰＤＬＣ）層と、を備え、前記各液晶の屈折率は、供
給電圧により形成される電場によって変わる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明のカラーディスプレイ装置は、カラーフィルタが複数のトランジスタと共に一の
基板に形成されるので、製造工程において他の基板を通じてＰＤＬＣ層にＵＶ光を照射す
るとき、ＵＶ光は、カラーフィルタまたは複数のトランジスタとの光撹乱なしにＰＤＬＣ
層に達することができる。これにより、ＰＤＬＣ層の硬化特性を向上させ、かつ少ないエ
ネルギーによりＰＤＬＣ層の硬化が行われるので、カラーディスプレイ装置の視認性が向
上する。
【００２２】
　また、光吸収層の存在により、サブピクセル間の反射率逆転現象が防止されるので、視
認性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の一実施形態によるカラーフィルタを採用したカラーディスプレイ装置を
示す概略的な断面図である。
【図２】図１に示されるカラーディスプレイ装置の作用を説明する図である。
【図３】本発明の他の実施形態によるカラーフィルタを採用したカラーディスプレイ装置
を示す概略的な断面図である。
【図４】本発明のさらに他の実施形態によるカラーフィルタを採用したカラーディスプレ
イ装置を示す概略的な断面図である。
【図５】本発明のさらに他の実施形態によるカラーフィルタを採用したカラーディスプレ
イ装置を示す概略的な断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、添付された図面を参照して、本発明の望ましい実施形態を詳細に説明する。以下
の図面で、同じ参照符号は同じ構成要素を指し、図面上で、各構成要素の大きさは、説明
の明瞭性及び便宜上誇張されうる。
【００２５】
　図１は、本発明の一実施形態によるカラーフィルタを採用したカラーディスプレイ装置
１００を示す概略的な断面図である。
【００２６】
　図１を参照すれば、カラーディスプレイ装置１００は、複数のピクセルユニット１０２
を備え、ピクセルユニット１０２のそれぞれは、所定の色相のサブピクセルＳＰＲ，ＳＰ



(5) JP 6008490 B2 2016.10.19

10

20

30

40

50

Ｇ，ＳＰＢで構成される。サブピクセルＳＰＲ，ＳＰＧ，ＳＰＢは、それぞれレッド、グ
リーン、及びブルーのサブピクセルを表す。しかしながら、サブピクセルＳＰＲ，ＳＰＧ
，ＳＰＢは、レッド、グリーン、及びブルーのサブピクセルに限定されるものでなく、サ
ブピクセルＳＰＲ，ＳＰＧ，ＳＰＢは、それぞれシアン、マゼンタ、及びイエローのサブ
ピクセルでありうる。
【００２７】
　カラーディスプレイ装置１００は、互いに離隔して並べて配置される第１及び第２基板
１１０，１２０と、互いに対向する反射板１１２及び透明電極１２２とを備える。反射板
１１２は、第１基板１１０の表面上に形成され、透明電極１２２は、第２基板１２０の表
面上に形成される。図１を参照すれば、反射板１１２は、サブピクセルＳＰＲ，ＳＰＧ，
ＳＰＢに対応して互いに離隔して形成される。反射板１１２は、入射光を正反射するミラ
ー表面を有する平面プレートであり、アルミニウム、モリブデンなどの金属で形成され、
電圧が印加される電極の役割を果たす。透明電極１２２は、平板状の共通電極であり、酸
化インジウムスズ（ＩＴＯ）で形成される。
【００２８】
　下部基板である第１基板１１０と上部基板である第２基板１２０とは、透明な物質、例
えば、ガラスまたはプラスチックで形成される。
【００２９】
　図１に示す実施形態によれば、反射板１１２上には、カラーフィルタ１３１Ｒ，１３１
Ｇ，１３１Ｂが形成されている。カラーフィルタ１３１Ｒ，１３１Ｇ，１３１Ｂは、それ
ぞれレッド、グリーン、及びブルーの光のみを選択的に透過させる。カラーフィルタ１３
１Ｒ，１３１Ｇ，１３１Ｂは、無散乱フィルタであり、一例として、対応する色の染料が
ポリマーに含まれて形成される。
【００３０】
　カラーフィルタ１３１Ｒ，１３１Ｇ，１３１Ｂは、サブピクセルＳＰＲ，ＳＰＧ，ＳＰ
Ｂに対応して形成されたそれぞれ赤色、緑色、及び青色のフィルタでありうる。しかしな
がら、カラーフィルタ１３１Ｒ，１３１Ｇ，１３１Ｂは、必ずしもこれに限定されるもの
ではない。例えば、カラーフィルタ１３１Ｒ，１３１Ｇ，１３１Ｂは、サブピクセルに対
応して形成されたイエロー、マゼンタ、シアンのフィルタであってもよい。
【００３１】
　図１に示す実施形態によれば、第１基板１１０と第２基板１２０との間には、ポリマー
分散液晶（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｄｉｓｐｅｒｓｅｄ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ：ＰＤ
ＬＣ）層１５０が形成される。第１基板１１０上には、反射板１１２と電気的に連結され
て電極の役割を果たし、反射板１１２をスイッチングする薄膜トランジスタ１４０が配置
される。各薄膜トランジスタ１４０は、図１に示すように、反射板１１２に対応して配置
され、反射板１１２をスイッチングする。薄膜トランジスタ１４０は、アレイ形態に整列
される。
【００３２】
　図１を参照すれば、ＰＤＬＣ層１５０は、ポリマー層１５１と、ポリマー層１５１に分
散された液晶１５２とを備える。液晶１５２には、複数の液晶分子１５２ａが含まれてい
る。図１では、便宜上、一つの液晶１５２に一つまたは二つの液晶分子を示している。Ｐ
ＤＬＣ層１５０において、ポリマーの屈折率と液晶の屈折率との差を調節して、光を散乱
または透過させる。液晶１５２には、染料が含まれないこともある。
【００３３】
　図１に示す実施形態を参照すれば、反射板１１２、カラーフィルタ１３１Ｒ，１３１Ｇ
，１３１Ｂ、及び薄膜トランジスタ１４０は、第１基板１１０の第２基板１２０に対向す
る面に配置される。したがって、入射光は、第２基板１２０を透過して、反射板１１２、
カラーフィルタ１３１Ｒ，１３１Ｇ，１３１Ｂ、及び／または薄膜トランジスタ１４０に
達する前にＰＤＬＣ層１５０を通過する。
【００３４】
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　図２は、図１のカラーディスプレイ装置の作用を説明する概略的な図である。
【００３５】
　図２を参照すれば、薄膜トランジスタ１４０を通じて、反射板１１２と共通電極１２２
との間に所定の電圧が印加される。例えば、共通電極１２２とレッドサブピクセルＳＰＲ
の反射板１１２との間に第１電圧Ｖ１が印加されるとき、共通電極１２２とレッドサブピ
クセルＳＰＲの反射板１１２との間に形成された電場内に位置する液晶１５２内の液晶分
子１５２ａが電場に平行に整列される。液晶分子１５２ａの整列によって、液晶１５２の
屈折率が変わってポリマー１５１の屈折率と類似する。したがって、レッドサブピクセル
ＳＰＲにおけるＰＤＬＣ層１５０は透明になる。図２によれば、入射角を有した外部白色
光Ｗがカラーディスプレイ装置１００の表面を透過する。液晶分子の整列によって、白色
光Ｗは、レッドサブピクセルＳＰＲに対応するＰＤＬＣ層１５０の領域を透過して、レッ
ドカラーフィルタ１３１Ｒに到達する。レッドカラーフィルタ１３１Ｒで、白色光Ｗのレ
ッド光の成分のみがレッドカラーフィルタ１３１Ｒを通過する。レッド光の成分は、反射
板１１２で正反射されて、白色光Ｗの入射光に対応する角度で進む。反射されたレッド光
の成分は、レッドサブピクセルＳＰＲに対応するＰＤＬＣ層１５０の領域を散乱なしに透
過する。反射されたレッド光は、第２基板１２０を通過して前記角度で外部に出る。外部
の白色光Ｗと反射されたレッド光の成分が、図２に示すように、反射板１１２により散乱
することなく前記角度で正反射されるため、反射板１１２の垂直方向における観測者には
レッド光が反射されない。したがって、第１電圧Ｖ１が印加されたレッドサブピクセルＳ
ＰＲは、観測者にブラック（黒）として認識される。
【００３６】
　一方、第１電圧Ｖ１が印加されていないグリーンサブピクセルＳＰＧ及びブルーサブピ
クセルＳＰＢに対応して位置する液晶１５２内の液晶分子（図示せず）は、整列されずに
無秩序に配列される。これによって、グリーンサブピクセルＳＰＧ及びブルーサブピクセ
ルＳＰＢに対応して位置する液晶１５２の屈折率が、ポリマー１５１の屈折率と散乱を起
こすように異なる。サブピクセルＳＰＧ，ＳＰＢでは、外部の白色光ＷがＰＤＬＣ層１５
０の整列されていない液晶分子１５２ａにより散乱されて、ＰＤＬＣ層１５０を透過して
カラーフィルタ１３１Ｇ，１３１Ｂに達する。カラーフィルタにおいて、白色光Ｗのグリ
ーン及びブルー光の成分のみがそれぞれカラーフィルタ１３１Ｇ，１３１Ｂを通過して、
これに対応する反射板１１２で反射される。反射されたグリーン及びブルー光は、図２に
示すように、電圧が印加されていないグリーンサブピクセルＳＰＧ及びブルーサブピクセ
ルＳＰＢに対応するＰＤＬＣ層１５０の領域の不規則に整列された液晶分子によりさらに
散乱される。図２を参照すれば、グリーン及びブルー光の成分は、ＰＤＬＣ層１５０で様
々な角度に散乱され、第２基板１２０を通過して外部にグリーン及びブルー光を発する。
したがって、グリーンサブピクセルＳＰＧからのグリーン光及びブルーサブピクセルＳＰ
Ｂからのブルー光は、反射板１１２に直交する観測者の方向を含む様々な方向に観測され
る。図２に示す実施形態によれば、電圧が供給されたサブピクセル（例えば、図２では、
レッドサブピクセルＳＰＲ）は、ブラックカラーとして認識され、電圧が印加されていな
いサブピクセル（例えば、図２では、グリーン及びブルーサブピクセルＳＰＧ，ＳＰＢ）
は、そのサブピクセルの色（すなわち、サブピクセルのカラーフィルタの色）として認識
される。
【００３７】
　ピクセルユニット１０２の各サブピクセル（例えば、レッド、グリーン、ブルーのサブ
ピクセルＳＰＲ，ＳＰＧ，ＳＰＢ）の色は、それぞれに印加される電圧の制御により調節
され、多様な色がピクセルユニット１０２により具現される。
【００３８】
　図１及び図２に示す実施形態によれば、第２基板１２０を通じてＵＶ光をＰＤＬＣ層１
５０に照射することができ、少ないエネルギーでＰＤＬＣ層の硬化が行われる。第２基板
１２０を透過するＵＶ照射は、ＰＤＬＣ層１５０における硬化特性を向上させ、これによ
り、カラーディスプレイ装置１００の映像品質が向上する。
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【００３９】
　図３は、本発明の他の実施形態によるカラーフィルタを採用したカラーディスプレイ装
置２００を示す概略的な断面図である。図３～図５に示す実施形態は、図１及び図２に示
す実施形態との相違点について重点的に説明する。
【００４０】
　図３を参照すれば、カラーディスプレイ装置２００は、複数のピクセルユニット２０２
を備え、ピクセルユニット２０２のそれぞれは、所定の色相のサブピクセルＳＰＲ，ＳＰ
Ｇ，ＳＰＢで構成される。例えば、サブピクセルＳＰＲ，ＳＰＧ，ＳＰＢは、レッド、グ
リーン、及びブルーのサブピクセルでありうる。
【００４１】
　図３に示す実施形態によれば、カラーディスプレイ装置２００は、互いに離隔されて並
べて配置される第１及び第２基板２１０，２２０と、第１及び第２基板２１０，２２０の
互いに対向する面にそれぞれ形成される反射板２１２及び透明電極２２２とを備える。反
射板２１２は、サブピクセルＳＰＲ，ＳＰＧ，ＳＰＢに対応して互いに離隔されて形成さ
れる。反射板２１２は、入射光を反射する役割を果たし、例えば、入射光を正反射する平
面電極として作用し、アルミニウム、モリブデンなどの金属物質で形成される。透明電極
２２２は、平板状の共通電極でありうる。
【００４２】
　図３において、下部基板である第１基板２１０と上部基板である第２基板２２０とは、
透明基板でありうる。
【００４３】
　ＰＤＬＣ層２５０と第１基板２１０との間には、光吸収層２６０が配置され、反射板２
１２を覆うことができる。光吸収層２６０は、ブラック染料（黒色染料）を含むポリマー
で形成される。光吸収層２６０は、反射板２１２上で約１０ｎｍ～５μｍの厚さに形成さ
れる。光吸収層２６０が１０ｎｍより薄く形成される場合、光吸収層の効果が低下する。
光吸収層２６０の厚さが５μｍより厚い場合、駆動電圧が増加する。
【００４４】
　本実施形態によれば、光吸収層２６０は、金属酸化膜でありうる。例えば、反射板２１
２がアルミニウムで形成され、光吸収層２６０は、反射板２１２の表面酸化が起こって形
成されたアルミナ膜でありうる。
【００４５】
　光吸収層２６０上には、カラーフィルタ２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂがそれぞれレッ
ド、グリーン、及びブルーのサブピクセルＳＰＲ，ＳＰＧ，ＳＰＢに対応して反射板２１
２上に配置されている。
【００４６】
　図３を参照すれば、第１基板２１０と第２基板２２０との間には、ＰＤＬＣ層２５０が
形成される。薄膜トランジスタ２４０が、第１基板２１０上に配置される。薄膜トランジ
スタ２４０は、反射板２１２と電気的に連結されて電極の役割を果たす。各薄膜トランジ
スタ２４０は、図３に示すように、反射板２１２に対応して配置され、対応する反射板２
１２をスイッチングする。
【００４７】
　図３において、ＰＤＬＣ層２５０は、ポリマー層２５１と、ポリマー層２５１に分散さ
れた液晶２５２とを備える。液晶２５２には、複数の液晶分子２５２ａが含まれている。
図３では、便宜上、一つの液晶２５２に、一つまたは二つの液晶分子２５２ａを示してい
る。ＰＤＬＣ層２５０において、ポリマーと液晶との屈折率差を調節して、光を散乱また
は透過させる。液晶２５２には、染料が含まれないこともある。
【００４８】
　図１に示す実施形態のカラーディスプレイ装置では、視野角度によって所望しない周辺
光が反射されて視野に入る。この場合、電圧が印加されたサブピクセルからの周辺光の反
射率が、電圧が印加されない（正面に位置する）サブピクセルからの反射率よりも大きく
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なる反射率逆転現象が発生する。所望しない周辺光の反射は、視認性を低下させる。しか
しながら、カラーディスプレイ装置２００の光吸収層２６０は、所望しない周辺光の反射
強度を低下させ、これにより、反射率逆転現象を抑制して視認性を向上させる。
【００４９】
　図３に示すカラーディスプレイ装置の作用は、光吸収層の作用を除いては、図１に示す
カラーディスプレイ装置の作用と類似しているので、詳細な説明は省略する。
【００５０】
　図４は、本発明のさらに他の実施形態によるカラーフィルタを採用したカラーディスプ
レイ装置３００を示す概略的な断面図である。
【００５１】
　図４を参照すれば、カラーディスプレイ装置３００は、複数のピクセルユニット３０２
を備え、ピクセルユニット３０２のそれぞれは、所定の色相のサブピクセルＳＰＲ，ＳＰ
Ｇ，ＳＰＢで構成される。例えば、サブピクセルＳＰＲ，ＳＰＧ，ＳＰＢは、レッド、グ
リーン、及びブルーのサブピクセルでありうる。
【００５２】
　カラーディスプレイ装置３００は、互いに離隔されて並べて配置される第１及び第２基
板３１０，３２０と、第１及び第２基板３１０，３２０の互いに対向する面にそれぞれ形
成される反射板３１２及び透明電極３２２とを備える。反射板３１２は、サブピクセルＳ
ＰＲ，ＳＰＧ，ＳＰＢによって、互いに離隔されて配置される。反射板３１２は、入射光
を反射する役割を果たし、例えば、入射光を正反射する平面電極であって、アルミニウム
、モリブデンなどの金属物質で形成される。透明電極３２２は、平板状の共通電極であり
うる。
【００５３】
　図４を参照すれば、下部基板である第１基板３１０と上部基板である第２基板３２０と
は、透明基板でありうる。
【００５４】
　反射板３１２上には、光吸収層３６０が形成される。光吸収層３６０には、複数のホー
ル３６２が形成されている。光吸収層３６０は、ブラック染料を含むポリマーで形成され
る。光吸収層３６０は、約１０ｎｍ～５μｍの厚さに形成される。光吸収層３６０に形成
されたホール３６２は、円形、矩形、三角形など多様な形状を有する。光吸収層３６０の
ホール３６２の形状、大きさ、及び個数により、光吸収度を調節できる。したがって、適
切な形状、大きさ、及び個数を有したホール３６２の存在により、カラーディスプレイ装
置における光視認性を向上させ、かつ光吸収層３６０の形成による駆動電圧の増加幅を最
小化することができる。
【００５５】
　反射板３１２上には、光吸収層３６０を覆うカラーフィルタ３３１Ｒ，３３１Ｇ，３３
１Ｂがレッド、グリーン、及びブルーのサブピクセルＳＰＲ，ＳＰＧ，ＳＰＢに対応して
反射板３１２上に形成されている。
【００５６】
　第１基板３１０と第２基板３２０との間には、ＰＤＬＣ層３５０が形成される。また、
第１基板３１０上には、反射板３１２と電気的に連結されて、対応する反射板３１２をス
イッチングする薄膜トランジスタ３４０が配置される。
【００５７】
　図４を参照すれば、ＰＤＬＣ層３５０は、ポリマー層３５１と、ポリマー層３５１に分
散された液晶３５２とを備える。液晶３５２には、複数の液晶分子３５２ａが含まれてい
る。図４では、便宜上、一つの液晶３５２に、一つまたは二つの液晶分子３５２ａを示し
ている。ＰＤＬＣ層３５０において、光は、ポリマーと液晶との屈折率差の調節により散
乱または透過される。液晶３５２には、染料が含まれないこともある。
【００５８】
　図５は、本発明のさらに他の実施形態によるカラーフィルタを採用したカラーディスプ
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レイ装置４００を示す概略的な断面図である。
【００５９】
　図５を参照すれば、カラーディスプレイ装置４００は、複数のピクセルユニット４０２
を備え、ピクセルユニット４０２のそれぞれは、所定の色相のサブピクセルＳＰＲ，ＳＰ
Ｇ，ＳＰＢで構成される。具体的に、サブピクセルＳＰＲ，ＳＰＧ，ＳＰＢは、レッド、
グリーン、及びブルーのサブピクセルでありうる。
【００６０】
　図５に示す実施形態によれば、カラーディスプレイ装置４００は、互いに離隔されて並
べて配置される第１及び第２基板４１０，４２０と、第１及び第２基板４１０，４２０の
互いに対向する面にそれぞれ形成される反射板４１２及び透明電極４２２とを備える。図
５を参照すれば、反射板４１２は、サブピクセルＳＰＲ，ＳＰＧ，ＳＰＢ別に互いに離隔
されて配置される。反射板４１２は、入射光を反射する役割を果たし、例えば、入射光を
正反射する。反射板４１２は、アルミニウム、モリブデンなどの金属物質で形成される。
透明電極４２２は、平板状の共通電極でありうる。
【００６１】
　図５において、下部基板である第１基板４１０と上部基板である第２基板４２０とは、
透明基板でありうる。
【００６２】
　反射板４１２上には、カラーフィルタ４３１Ｒ，４３１Ｇ，４３１Ｂが配置されている
。カラーフィルタ４３１Ｒ，４３１Ｇ，４３１Ｂは、それぞれレッド、グリーン、及びブ
ルー光のみを選択的に透過させる。
【００６３】
　図５を参照すれば、カラーフィルタ４３１Ｒ，４３１Ｇ，４３１Ｂ上には、第１基板４
１０の表面を覆う光吸収層４６０が形成される。光吸収層４６０は、ブラック染料を含む
ポリマーにより形成される。光吸収層４６０は、カラーフィルタ４３１Ｒ，４３１Ｇ，４
３１Ｂ上に約１０ｎｍ～５μｍの厚さに形成される。
【００６４】
　光吸収層４６０には、図４の光吸収層３６０のようにホール（図示せず）が形成される
。光吸収層４６０の作用は、図４に示す光吸収層３６０の作用と類似している。したがっ
て、カラーディスプレイ装置４００の作用についての詳細な説明は省略する。
【００６５】
　第１基板４１０と第２基板４２０との間には、ＰＤＬＣ層４５０が形成される。また、
第１基板４１０上には、反射板４１２と電気的に連結されて、対応する反射板４１２をス
イッチングする薄膜トランジスタ４４０がアレイ形態に配置される。
【００６６】
　図５を参照すれば、ＰＤＬＣ層４５０は、ポリマー層４５１と、ポリマー層４５１に分
散された液晶４５２とを備える。液晶４５２には、複数の液晶分子４５２ａが含まれてい
る。図５では、便宜上、一つの液晶４５２に、一つまたは二つの液晶分子４５２ａを示し
ている。ＰＤＬＣ層４５０において、ポリマー層４５１と液晶との屈折率差を調節して、
光を散乱または透過させる。液晶４５２には、染料が含まれないこともある。
【００６７】
　以上、本発明の理解を助けるために、図面に示す実施形態を参照して本発明を説明した
。しかしながら、かかる実施形態は、単に例示的なものに過ぎず、当業者ならば、これか
ら多様な変形及び均等な他の実施形態が可能であるという点を理解できるであろう。した
がって、本発明の真の技術的保護範囲は、特許請求の範囲により決まらねばならない。
【産業上の利用可能性】
【００６８】
　本発明は、ディスプレイ関連の技術分野に適用可能である。
【符号の説明】
【００６９】
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１００，２００，３００，４００　カラーディスプレイ装置、
１０２，２０２，３０２，４０２　ピクセルユニット、
１１０，２１０，３１０，４１０　第１基板、
１１２，２１２，３１２，４１２　反射板、
１２０，２２０，３２０，４２０　第２基板、
１２２，２２２，３２２，４２２　透明電極、
１３１Ｒ，１３１Ｇ，１３１Ｂ，２３１Ｒ，２３１Ｇ，２３１Ｂ，３３１Ｒ，３３１Ｇ，
３３１Ｂ，４３１Ｒ，４３１Ｇ，４３１Ｂ　カラーフィルタ、
１４０，２４０，３４０，４４０　薄膜トランジスタ、
１５０，２５０，３５０，４５０　ＰＤＬＣ層、
１５１，２５１，３５１，４５１　ポリマー層、
１５２，２５２，３５２，４５２　液晶、
１５２ａ，２５２ａ，３５２ａ，４５２ａ　液晶分子、
２６０，３６０，４６０　光吸収層、
ＳＰＲ，ＳＰＧ，ＳＰＢ　サブピクセル。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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